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News!

News!

都庁食堂に環境負荷低減の白河産トマト

馬鈴しょでんぷんのパレット輸送開始

「みえるらべる」取得　JAの環境対策への貢献をPR

10月から順次トレーラー輸送　フォークリフト作業で時間短縮

耕種総合対策部・営業開発部・福島県本部

麦類農産部

　
全
農
は
、福
島
県
J
A
夢
み
な
み
の
白
河
ト
マ
ト
選
果
場
の「
み
え

る
ら
べ
る
」取
得
を
支
援
し
、ラ
ベ
ル
を
取
得
し
た
ト
マ
ト
が
都
庁
の
食

堂
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
農
は
、馬
鈴
し
ょ
で
ん
ぷ
ん
の
生
産
地
で
あ
る
北
海
道
か
ら
全
国
の

納
入
先
への
安
定
し
た
輸
送
力
確
保
を
目
的
と
し
て
、Ｊ
Ａ
・
で
ん
ぷ
ん

工
場
・
ホ
ク
レ
ン
と
連
携
し
、10
月
か
ら
ト
レ
ー
ラ
ー
で
の
パ
レ
ッ
ト
輸

送
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
「
み
え
る
ら
べ
る
」は
、農
林
水

産
省
が
推
進
し
て
い
る
環
境
負

荷
低
減
の
取
り
組
み
を「
見
え

る
化
」す
る
ラ
ベル
で
す
。全
農
は

こ
れ
ま
で
、肥
料
の
適
正
使
用

や
農
業
生
産
工
程
管
理（
Ｇ
Ａ

Ｐ
）の
考
え
に
準
ず
る
管
理
を
部

会
単
位
で
実
践
す
る
J
A
夢
み

な
み
の
白
河
ト
マ
ト
の
ラ
ベ
ル
取

得
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。支
援

の
結
果
、同
部
会
の
夏
秋
ト
マ

ト
が
、「
み
え
る
ら
べ
る
」の
温
室

効
果
ガ
ス
10
％
削
減（
星
二
つ
）

認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

ラ
ベ
ル
を
取
得
し
た
ト
マ
ト

は
、取
引
先
で
あ
る
エ
ー
ム
サ
ー

ビ
ス
㈱（
以
下
a
i

m
）が
受

託
運
営
す
る
都
庁
の
食
堂
な
ど

　

全
農
は
、
北
海
道
産
馬
鈴

し
ょ
で
ん
ぷ
ん
を
年
間
15
万
㌧

取
り
扱
い
、
全
国
約
5
0
0
カ

所
の
倉
庫
や
食
品
メ
ー
カ
ー
に

納
入
し
て
い
ま
す
。そ
の
半
数
を

占
め
る
紙
袋
製
品
は
、
手
荷
役

に
よ
る
バ
ラ
積
み
輸
送
の
た
め
、

今
後
の
輸
送
力
確
保
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、Ｊ

Ａ
・
で
ん
ぷ
ん
工
場
・
ホ
ク
レ

ン
と
連
携
し
、2
0
1
9
年
か

ら
輸
送
試
験
を
重
ね
、
今
年
の

10
月
か
ら
段
階
的
に
パ
レ
ッ
ト

輸
送
へ
の
転
換
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

初
荷
と
な
っ
た
20
㌧
ト
レ
ー

ラ
ー
輸
送
で
は
、
北
海
道
美
幌

町
を
出
発
し
1
1
0
0
㌔
の
距

離
を
経
て
、
東
京
都
足
立
区
の

倉
庫
に
納
入
し
ま
し
た
。
荷
崩

れ
な
ど
も
な
く
、
積
地
と
着
地

で
そ
れ
ぞ
れ
2
～
3
時
間
要
し

て
い
た
手
荷
役
作
業

は
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
作
業
に
よ
り
15
～

30
分
で
完
了
す
る
な

ど
大
幅
な
作
業
時
間

短
縮
と
な
り
、
取
引

先
や
物
流
関
係
者
か

ら
作
業
の
効
率
化
を

実
感
す
る
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、一
層
の
パ

レ
ッ
ト
輸
送
化
を
推

進
し
、で
ん
ぷ
ん
の
安

定
供
給
に
努
め
ま
す
。

４
カ
所
で
提
供
さ
れ
、環
境
負

荷
を
低
減
し
た
ト
マ
ト
と
し
て

消
費
者
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

a
i

m
か
ら
は「
持
続
可
能
な

開
発
目
標（
S
D
G
s
）へ
の
関

心
が
高
い
お
客
さ
ま
か
ら
大
変

喜
ば
れ
ま
し
た
。企
業
と
し
て
の

環
境
対
策
へ
の
貢
献
と
、農
産

物
の
生
産
か
ら
消
費
者
に
届
く

ま
で
の
取
り
組
み
を
見
え
る
化

で
き
る
活
動
」と
の
評
価
を
受
け

ま
し
た
。

　
今
後
も
生
産
現
場
の
環
境
対

策
に
貢
献
す
る
環
境
調
和
型
農

業
・
グ
リ
ー
ン
メ
ニ
ュ
ー
の
普
及

を
進
め
る
と
と
も
に
、生
産
さ
れ

た
農
畜
産
物
の
販
売
に
つ
い
て

も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

積地・着地でのフォークリフト作業で作業時間の短縮を実現

食堂で提供されたトマトサラダ

トマトをタコライス、サラダ、豆乳スー
プに調理して提供
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News!

News!

News!

エーコープ銘茶 70周年でトップセミナー

おおさかもん祭りで農産物を販売

「MBSラジオ秋まつり2024」に参加

新茶推進の優良事例を紹介、取り組み優秀JAを表彰

旬の「泉州きくな」「泉州水なす」などをPR

大阪府の長居公園で県産農産物を販売・PR

くらし支援部

大阪府本部

鳥取県本部

　
全
農
は
11
月
21
日
、エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー

ク
品
の
銘
茶
取
り
扱
い
70
周
年
を
記
念

し
、ハ
ラ
ダ
製
茶
㈱
と
共
同
で「
エ
ー
コ
ー

プ
銘
茶
取
扱
70
周
年
記
念
Ｊ
Ａ
ト
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
」を
静
岡
県
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
阪
府
本
部
は
、大
阪
府
野
菜
共
販

農
協
連
絡
協
議
会
と
し
て
Ｊ
Ａ
大
阪
泉

州
、Ｊ
Ａ
い
ず
み
の
、Ｊ
Ａ
大
阪
南
と
協
力

し
て
、11
月
9
、10
日
の
2
日
間
、て
ん
し

ば（
天
王
寺
公
園
）で
開
催
さ
れ
た「
お
お

さ
か
も
ん
祭
り
」に
参
加
し
、大
阪
産も

ん
の
農

産
物
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

鳥
取
県
本
部
は
11
月
4
日
、大
阪
府

の
長
居
公
園
自
由
広
場
で
開
催
さ
れ
た

「
M
B
S
ラ
ジ
オ
秋
ま
つ
り
2
0
2
4
」

で
県
産
食
材
の
P
R
を
行
い
ま
し
た
。

　
J
A
信
州
う
え
だ（
長
野
県
）の
眞
島

実
組
合
長
か
ら
は
優
良
事
例
と
し
て
、常

勤
役
員
・
地
区
事
業
部
・
子
会
社
役
員
ら

が
参
加
し
た「
エ
ー
コ
ー
プ
新
茶
供
給
推

進
大
会
」の
開
催
な
ど
、職
員
一
丸
で
新

茶
を
推
進
す
る
取
り
組
み
の
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。

　

現
場
の
声
と
し
て
産
地
農
協
・
生
産

組
合
の
組
合
長
ら
が
日
本
茶
の
情
勢
を

報
告
す
る
と
と
も
に
、2
0
2
4
年
度
の

エ
ー
コ
ー
プ
銘
茶
の
推
進
取
り
組
み
優
秀

J
A
の
表
彰
式
も
行
い
ま
し
た
。

　

来
年
春
に
は
、従
来
の
リ
ー
フ
茶
に

加
え
て「
エ
ー
コ
ー
プ
水
出
し
煎
茶
紫
鳳

テ
ィ
ー
バ
ッ

グ
」を
新
た

に
発
売
予
定

で
、J
A
グ

ル
ー
プ
全
体

で
エ
ー
コ
ー

プ
茶
の
販
売

拡
大
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
、
大
阪
府
と
W

 
e
 l 

c
o
m
i
n
g
ア
ベ
ノ
・
天
王
寺
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
事
務
局
が
主
催
で
、大
阪
・
関
西

万
博
開
催
を
見
据
え
、大
阪
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
阪
府
本
部
は
、生
産
量
が
全
国
1
位

の「
泉
州
き
く
な
」を
は
じ
め「
泉
州
水
な

す
」「
泉
州
キ
ャ
ベツ
」「
大
阪
み
か
ん
」な
ど
、

旬
の
農
産
物
を
販
売
・
P
R
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は「
新
鮮
で
安
い
か
ら

う
れ
し
い
」な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。今
後
も
、大
阪
産
農
産
物
の
P
R
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
鳥
取
県
が
出
展
し
た「
食
パ
ラ
ダ
イ
ス

鳥
取
県
ブ
ー
ス
」の
中
で
、鳥
取
県
本
部

は
県
産
米「
星ほ

し
ぞ
ら
ま
い

空
舞
精
米
、発
芽
玄
米
」や

「
と
っ
と
り
の
は
と
む
ぎ
茶
」「
王
秋
」「
西

条
柿
」「
白
ね
ぎ
」「
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
」な
ど

の
各
種
県
産
農
産
物
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

ブ
ー
ス
を
訪
れ
た
方
か
ら
は「
１
度

買
っ
て
お
い
し
か
っ
た
か
ら
、ま
た
買
い

に
来
ま
し
た
」「
鳥
取
の
星
空
舞
、
白
ね

ぎ
は
前
か
ら
知
っ
て
い
て
、お
い
し
い
よ

ね
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
県
産
農
産
物
を
景

品
に
し
た
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
な
ど
も
行

い
、
県
産
農
産
物
を
多
く
の
方
に
P
R

す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

特
設
ブ
ー
ス
で
旬
の
大
阪
産
農
産
物
を
販
売
・

P
R

エ
ー
コ
ー
プ
銘
茶
の
推
進
取
り

組
み
優
秀
J
A
の
受
賞
者

多くの人が訪れた鳥取県本部ブース
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News!

News!

News!

訪日客に米・リンゴをプレゼント

香港で岡山県産農畜産物をPR

「どきどき収穫祭」で新鮮野菜を販売

4 年 8 カ月ぶり青森 ― 台北定期便再開でPR

「雄町」の日本酒や「晴王」「千屋牛」を試飲・試食

地域農業の振興と「国消国産」の理解醸成に向けて交流

青森県本部

岡山県本部

茨城県本部

　
青
森
県
本
部
は
10
月
29
日
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
運
休

し
て
い
た
台
湾
の
エ
バ
ー
航
空（
青
森
―

台
北
線
）の
定
期
便
再
開
に
伴
い
、訪
日

客
へ
県
産
品
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

岡
山
県
本
部
は
、10
月
23
～
27
日
の

5
日
間
、香
港
で
開
か
れ
た「
香
港
ワ
イ

ン
＆
ダ
イ
ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」で
ブ
ー

ス
を
出
展
し
、県
産
農
畜
産
物
を
P
R

し
ま
し
た
。

　

茨
城
県
本
部
は
11
月
9
日
、い
ば

ら
き
コ
ー
プ
生
活
協
同
組
合
と
共
催

で「
い
い
も
の
あ
っ
ぺ 

い
っ
ぱ
い
あ
っ
ぺ 

い
ば
ら『
季
』の
味 

ど
き
ど
き
収
穫
祭

2
0
2
4
」を
開
催
し
、約
3
0
0
0
人

が
来
場
し
ま
し
た
。

　

同
日
、
青
森
空
港
国
際
線
到
着
ロ

ビ
ー
で
到
着
客
を
歓
迎
し
、記
念
品
と

し
て
県
産
米「
青
天
の
霹へ

き
れ
き靂

」や「
夢
ひ

か
り
」（
早
生
ふ
じ
）、「
ト
キ
」を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
、ロ
ビ
ー
は
大
変
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。記
念
品
を
受
け
取
っ
た
訪
日
客
は

「
青
森
に
来
る
の
は
初
め
て
。奥
入
瀬
渓

流
に
行
っ
て
み
た
い
し
、お
い
し
い
リ
ン
ゴ

も
食
べ
て
み
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
2
0
2
5
年
3
月
に
台
湾
で
開
催

す
る
県
本
部
主
催
の「
青
森
フ
ェ
ア
」の

P
R
の
た
め
、今
後
も
3
月
末
ま
で
訪

日
客
が
見
込
ま
れ
る「
旧
正
月
」期
間
な

ど
に
、ク
リ
ー
ン
ラ
イ
ス
レ
デ
ィ
あ
お
も

り
や
ミ
ス
り
ん
ご
が
、空
港
で
到
着
客
に

県
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
予
定
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
、
世
界
35
カ
国
か
ら

3
0
0
以
上
の
ブ
ー
ス
が
集
ま
り
、来
場

者
は
15
・
5
万
人
に
上
り
ま
し
た
。　

　
県
産
農
畜
産
物
の
認
知
度
向
上
を
目

指
し
た
岡
山
県
本
部
の
ブ
ー
ス
で
は
、

県
産
の
特
産
酒
米「
雄お

ま
ち町

」を
使
っ
た
日

本
酒
の
試
飲
や
、「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

晴
王
」、
県
産
米
お
に
ぎ
り
、
ブ
ラ
ン
ド

牛「
千ち

や
ぎ
ゅ
う

屋
牛
」を
使
っ
た
加
工
品
の
試
食

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、香
港
か
ら
岡
山
へ
の
ア
ク
セ
ス

や
、県
内
で
県
産
食
材
が
食
べら
れ
る
店

舗
を
示
し

た
食
べ
歩

き
マ
ッ
プ

を
作
成
し
、

ブ
ー
ス
の

来
場
者
に

配
布
す
る

な
ど
、岡
山

の「
食
」を

ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

　

来
場
者
に
地
域
農
業
の
振
興
と「
国

消
国
産
」に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
テ
ー
マ
に
、2
0
1
4
年
か
ら
始

ま
っ
た
イ
ベン
ト
は
今
回
で
9
回
目
で
す
。

　

県
本
部
直
営
直
売
所
の
ポ
ケ
ッ
ト

フ
ァ
ー
ム
ど
き
ど
き
茨
城
町
店
敷
地
内

の
特
設
会
場
で
、
ト
ラ
ッ
ク
市
や
模
擬

店
、
県
本
部
職
員
に
よ
る
適
正
価
格
理

解
醸
成
活
動
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、茨
城
県

出
身
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
ラ
イ
ブ
、
近
隣

学
校
の
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
市

で
は
、17
台
の
軽

ト
ラ
ッ
ク
に
生

産
者
26
人
が
出

店
し
販
売
。新
鮮

な
野
菜
や
加
工

品
が
並
び
、
生

産
者
と
消
費
者

の
交
流
の
場
と

な
り
ま
し
た
。

大
盛
況
の
ト
ラ
ッ
ク
市

青森県産品を配布するクリーンラ
イスレディとミスりんご（青森市で）

「
雄
町
」を
使
用
し
た
日
本
酒
を

試
飲
す
る
来
場
者
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　JAアクセラレーターとは、「食と農、くらしのサステナブルな
未来を共創する」をキャッチコピーに、革新的なアイデアや技
術を持ったスタートアップ企業を募集・選抜し、短期間で集中
的に成長支援することで新ビジネス・サービス開発につなげる
ことを目的としたプログラムです。
　第6期の今回は、応募総数207件から採択されたスタート
アップ9社を対象に、半年間、農林中金と全農の職員による伴
走を受けながら、JAグループの強みやあぐラボの施設などを
活用して、実証実験やビジネスプランのブラッシュアップを実
施しました。また、今期は新たに「北海道枠」を設置し、採択さ
れた2社はホクレン職員による伴走も受けながら、北海道での
実証実験にも注力しました。
　発表会で、伴走者の全農畜産生産部・嶋亮一さんは「JAグ

ループの持っている情報と、スタートアップの現場の声に
耳を傾ける力を、シナジーとして日々感じられて楽しい半
年間だった」と報告しました。
　全農の桑田義文代表理事理事長は、「伴走者は、通常
業務もある中よく頑張った。スタートアップは、現場の生
産者、JA・関係者と会話を重ね、その反応を受けて方針を
柔軟に変えている。スタートアップでしかできないことだと
感心した」と発表の成果をたたえました。
　あぐラボの荻野浩輝理事長は「スポンサーとして全農
の関係部署が前向きに協力してくれたことで、プログラム
の内容が大変充実したものとなった」と総括しました。
　あぐラボは、今後も起業家たちと共に進化し、JAグルー
プの革新を支え続ける決意で取り組んでいきます。

JAアクセラレーター第６期が成果発表会
農中・全農職員が半年間スタートアップを伴走

　JAグループ全国組織８団体が共同で設立した（一社）AgVenture Lab（あぐラボ）は11月6日、「JAアク
セラレーター第６期」の成果発表会（DEMO DAY）を開催しました。　　　　　　　 【AgVenture Lab】

スタートアップ支援のため全国に足を運ぶ伴走者 採択企業と伴走者からの成果発表 伴走者の活動をたたえる桑田理事長

各社の成果とビジョン、新たなビジネスの可能性を感じる発表会の様子は、
YouTube"あぐラボチャンネル"で公開中

■JAアクセラレーター第６期採択企業 (※2社は北海道枠)

自然の循環に根ざす食料システム

ネギ調製装置の開発

林業をよりサステナブルに ～グルタチオンの社会実装～

光触媒を用いた農産物鮮度保持システムの提供

受発注・入出荷管理プラットフォーム事業

魚の病気検知を経験則からAIに　静岡発、世界の養殖をDXする

農業ワーケーションののの(No 農 No Life)

海洋プラスチックゴミの44.5%を占める『廃棄漁具』を未来の資源
にするナイロン素材ブランド『amuca』

転作・農地拡大1年目で収益化できる栽培パッケージの創造・普及

NoMy Japan合同会社 ※

株式会社レグミン

株式会社WAKU

カルテック株式会社

AUDER株式会社

株式会社ストラウト

株式会社Perma Future ※

amu株式会社

株式会社INGEN

AgVenture
Lab
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　酪農経営体験発表会は酪農家や酪農業界の発展に
寄与することを目的に、酪農家の優良経営事例に焦点を
当て開催してきました。2024年度は昨年度に引き続き、
厳しい酪農環境を業界一丸で乗り越えていきたいという
思いを込め、「未来を創る　酪農のなかま」を副題とし、
酪農家はもちろん、酪農業界を支える関係組織の方々か
らも優良な取り組み事例の紹介がありました。
　今年度は北海道の㈱Farm to-mo・ JA北オホーツク、
青森県の㈱北栄デーリィファーム、栃木県の大門牧場、
千葉県の行木牧場、滋賀県の㈱メアリーファーム、大分
県の㈲はみんぐ・まむから取り組みの発表がありました。
また、特別企画として全国の牧場をめぐり写真を撮る牛
写真家の高田千鶴さんも登壇し、会場ではミニ写真展を
開催しました。
　酪農経営体験発表会の発表作品は、全農酪農部の
YouTubeチャンネルでご覧いただけます。

酪農家と関係組織が優良取り組み事例を発表

　併催の「第18回全農学生『酪農の夢』コンクール」は、
将来の日本の酪農を担う畜産・酪農・農学などを学ぶ学
生の皆さんから、「酪農の夢」をテーマに作文を募集する
コンクールです。2024年度は、全国42校120作品から
最優秀賞1点、優秀賞3点、優良賞5点、学校賞２校が決
定しました。
　表彰式では、最優秀賞を受賞した岡山県立高松農業
高校の坂上凛さん、優秀賞を受賞した日本獣医生命科
学大学の富岡来夏さん、北海道帯広農業高校の柿野る
いかさんが、受賞作品を披露しました。また、新設した学校
賞の皆さんも表彰式に参加しました。
　表彰式前日には「全農酪農経営
体験発表会」の発表者との交流会
を行いました。
　酪農の夢コンクール受賞者の作
品は特設HP、朗読は全農酪農部
のYouTubeチャンネルでご覧いた
だけます。

最優秀賞・優秀賞など表彰、学校賞も新設

　酪農部は11月20日、「第42回全農酪農経営体験発表会」を開催しました。また、併催して「第18回
全農学生『酪農の夢』コンクール」の表彰式を行いました。　　　　　　　　　　　　　　　 【酪農部】

【第18回全農学生『酪農の夢』コンクール：受賞者】前列左2番
目から：羽藤陽向さん（北海道帯広農業高校）、富岡来夏さん（日
本獣医生命科学大学）、坂上凛さん（岡山県立高松農業高校）、
柿野るいかさん（北海道帯広農業高校）、多田有輝さん（北海道帯
広農業高校）。後列左3番目から：菱川雅弘校長先生(公益財団
法人中国四国酪農大学校)、今井麻由華先生(岡山県立高松農業
高校)、三浦颯太先生(北海道帯広農業高校)

第42回全農酪農経営体験発表会を開催

第18回全農学生「酪農の夢」コンクール

【第42回全農酪農経営体験発表会：発
表者】前列左2番目から：志賀拓馬さん
（大分）、鳥谷部大地さん（青森）、行木
達哉さん（千葉）、大門正英さん（栃木）、
　谷健一さん（滋賀・田中公平さんの代
読）。後列左3番目から：横内整さん（北
海道）、武藤元成さん（北海道）、高田
千鶴さん（特別講演）

発表者と作品の詳細
はこちら

受賞者と作品の詳細
はこちら
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概要

JA京都中央
（京都府）

2024 年 3月31日現在

組合員数  　　　　 1万9726人
職員数                  237人
販売品取扱高           5億9千万円
購買品取扱高           9億2千万円
貯金残高  　       2502億8千万円
長期共済保有高    　4537億5千万円
主な農産物 ナス、キャベツ、
 九条ねぎ、
 京みず菜、花菜、
 京おくら
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な
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く
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ま
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生産・需要拡大を目指す「にこまる」

発行された「もったい菜漬けⓇ」レシピブック

市
、ミ
ツ
カ
ン
、府
本
部
と

市
、ミ
ツ
カ
ン
、府
本
部
と

連
携
し
て
食
べ
方
提
案
も

連
携
し
て
食
べ
方
提
案
も

気
候
変
動
に
対
応
し
米
作
り

気
候
変
動
に
対
応
し
米
作
り

学
校
給
食
な
ど
需
要
拡
大
へ

学
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給
食
な
ど
需
要
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大
へ  

滋賀県

福井県

京都府

兵庫県

大阪府

奈良県

産地化に取り組む「京おくら」
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JA熊本市オンラインショップ

JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com
お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

JA全農の産地直送通販サイト

発行／全国農業協同組合連合会　2024年（令和6年）12月9日発行（毎週月曜日発行）
第3490号　編集・発行人／広報・調査部　澤田洋志　
〒100̶6832 東京都千代田区大手町1丁目3番１号ＪＡビル  ＴＥＬ03（6271）8055

「〆おにぎり」部門グランプリ　燻製（くんせい）
具材のおにぎり（燻薫～kunkun～）

　全農は、「おコメ食べて笑おうプロジェクト」の一環として、９月１日から１１月３０日ま
で「〆おにぎり＆おつまみおにぎりグランプリ」を開催しました。　　　　　     【米穀部】

「おつまみおにぎり」部門グランプリ　生うにの炙
（いぶ）りバター醤油（しょうゆ）おにぎり（飲み喰い
道楽 男魚魚（おっとっと）大倉山店）

JA熊本市がお届けするブランドミカン
「夢の恵」品種：尾崎みかん・・・5000円（税込み）

「〆おにぎり」「おつまみおにぎり」「エリア部門賞」発表
おにぎりグランプリNO.1決定

　ニッポンエールプロジェクト協議会は11月13日、沖縄県の伊江島でサトウキ
ビ生産者や黒糖工場関係者を招き、黒糖カレーや黒糖を使用したニッポンエール
商品を味わいながら交流を深めました。　　　　　　　　　　　  【営業開発部】

　産地交流会は黒糖の消費拡大と産地応援を目的に、12月から始まる黒糖製造を
前に実施しました。協議会メンバーからは㈱伊藤園、㈱不二家、山崎製パン㈱、協同
乳業㈱、全国農協食品㈱が参加し、伊江島の方々含め総勢180人で、黒糖カレー（カ
レールウ提供：ハウス食品㈱）とニッポンエールプロジェクト協議会第４弾「沖縄県産
黒糖」の商品を味わいました。JAおきなわや生産者の皆さまからは「今後もこういっ
た機会を作ってほしい」と大変喜んでいただきました。

JA全農提供ＦＭラジオ番組（ＴＯＫＹＯ ＦＭ/ＪＦN38局）
毎週土曜日13：00～13：55
東京・半蔵門のアースギャラリースタジオより生放送！

『ＪＡ全農トピックス』の公式
Xはこちらから

　JA熊本市が自信を持ってお届けするブランドミカン「夢
の恵」です。収穫されたミカンを最新鋭の設備によって選
果・選別し、厳しい基準をクリアしたミカンだけが「夢の
恵」として出荷されます。
　中心産地の熊本市西区河内町は、温州ミカン栽培約
240年の歴史を持ち、現在約300人の生産者が高品質な
ミカンを育てるために日々努力を重ねています。
　12月にお届けする「夢の恵」は、中生に分類される品種
「尾崎」です。濃厚な甘さとほどよい酸味が醸し出すミカン
本来の味わいは、他のミカンと一線を画します。ぜひ一度、
この機会にお試しください。

めぐみ

開会式で伊江島産の黒糖割り

協議会メンバーが生産者と交流

伊江島でニッポンエールプロジェクト協議会
第4弾「沖縄県産黒糖」産地交流会

　グランプリに参加した全国各地の飲食店501店舗427種類のおにぎりから、「〆おに
ぎり」部門と「おつまみおにぎり」部門のグランプリと、ご当地食材や郷土料理をテーマに
したおにぎりの中からエリアごとに表彰する「エリア部門賞」を決定しました。
　具材から調理方法、盛り付け方、食べ方まで各店舗のこだわりが詰まっており、お酒に

もよく合うものが多くの票を集めました。シンプルな作り方だから
こそ、素材次第で自由な楽しみ方ができるおにぎりの新しい可能
性を感じる結果となりました。
　今後もお米の新しい食べ方などの発信を通じてお米の消費拡
大に取り組みます。

「〆おにぎり＆おつまみ
   おにぎりグランプリ」
   特設サイトはこちら

12月から始まる黒糖製造を前に黒糖カレーでエール！
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